
 

 

大規模災害の発生に備えて 

警 防 部 

  
消防本部では、６月 20 日から 22 日までの３日

間、震災対応初動措置確認訓練を実施しました。 

情報指令課では、６月 23 日、27 日、７月１日

の３日間でコールトリアージ訓練を実施しました。 

 

１ 消防本部震災対応訓練 

⑴ 訓練の目的 

 震災対応マニュアル（新体制）を活用した

情報の収集・整理・報告内容の把握を主眼と

し、本部員一人ひとりの役割の習熟を目的と

して訓練を実施しました。 

 

 

⑵ 訓練内容 

 はじめにパワーポイントを用いた教養を行

った後に、グループ討議を行いました。 

 グループ討議は、警防本部会議資料の作成

に係る情報収集及び整理を行い、第１回警防

本部会議、第２回警防本部会議資料（緊急消

防援助隊受け入れの可否）、第３回警防本部

会議（緊急消防援助隊受け入れを判断）の作

成を行いました。 
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⑶ 訓練の総括 

 新型コロナウイルス感染拡大の観点から、

過去２年間、震災対応訓練は中止となってい

ました。 

 それまでは、各班でミーティングは実施し

ていましたが、今回は本格的に各班を交えた

震災対応訓練を実施しました。変更点を確認

しながら今後は各課員の班構成変更に伴い一

人ひとりの役割の習熟が求められています。 

 いつ何時、近い将来、高い確率で発生する

とされている南海トラフ巨大地震をはじめ、

近年多く発生している集中豪雨などの風水害

に備え、更なる防災・減災対策を強化するこ

とが我々消防職員の使命です。 

 そのためには、常日頃から危機意識を持ち、

発災時には、迅速かつ的確に対応できるよう

消防防災体制の強化と整備に向け、今後もあ

らゆる事象を想定し、訓練を重ね検証してい

きます。 

 

【警防本部における情報の流れ】 



２ コールトリアージ訓練 

⑴ 訓練の目的 

 大規模災害等で、119 番通報が集中した際、

いち早く受信体制を確保し、災害通報の的確

な処理など迅速かつ的確な指令管制能力の向

上を図るとともに、情報指令課と指揮支援・

調査隊の連携を密にし、実災害に備えること

を主眼としてブラインド型の訓練を実施しま

した。 

 

⑵ コールトリアージとは 

 119 番通報を受けた情報指令課が災害や救

急事案の緊急度を判断し、出動の優先順位を

決定するものです。 

 

⑶ 訓練内容 

 想定は、兵庫県南部を震源とする直下型地

震が発生し、枚方市最大震度６強及び寝屋川

市最大震度６弱を観測したとの想定で訓練を

開始。地震発生後、119 番通報が多数入電す

るという想定で訓練を実施しました。 

119 番通報受付訓練では、状況に応じてト

リアージレベルを情報指令課長が指示し、そ

れに応じて受信者がコールトリアージを実施

しました。 

コールトリアージをもとに、受信内容及び

指令内容を種別分けし、必要に応じて指揮支

援隊員が追跡及び折り返しを行う、「要追跡

折返し対応訓練」を同時進行で実施しました。 

 

⑷ 訓練の総括 

 情報指令課が通常の指令管制を行える 119

番同時受信件数を明らかに超える通報件数で

訓練を実施した結果、各自の得手不得手や部

内の課題が洗い出されました。 

 訓練後のミーティングでは課題をそれぞれ

で認識しあい、お互いがカバーできる体制を

とることで課題を解決することが可能となり

ました。 

 また、現在は限られた訓練時間で問題点を

洗い出して訓練後に上がった課題の解決をし

ていますが、実災害時には 119 番通報輻輳状

態が長時間に及ぶことが想定されることから、

今後は一時的な対応だけではなく長時間対応

時に現れる特有の問題にも取り組んでいきま

す。 


